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	機能:T細胞におけるサイトカイン遺伝子の誘導発現に関与し、特にNFAT駆動性IL-4産生を増加させる。,PTM:PRMT1によるN末端メチル化は、NFAT複合体との相互作用を調節し、サイトカイン産生の増加をもたらす。,類似性:1つのユビキチン様ドメインを含む。,細胞内局在:TRAF1は細胞質内のNFATC2IPの一部と関連し、核への移行を防ぐ。,サブユニット:NFATC2、TRAF1、TRAF2、およびPRMT1と相互作用する。,機能:T細胞におけるサイトカイン遺伝子の誘導発現に関与し、特にNFAT駆動性IL-4産生を増加させる。,PTM:PRMT1によるN末端メチル化は、NFAT複合体との相互作用を調節し、サイトカイン産生の増加をもたらす。産生。,類似性:1つのユビキチン様ドメインを含む。,細胞内局在:TRAF1は細胞質内のNFATC2IPの一部と結合し、核への移行を防ぐ。,サブユニット:NFATC2、TRAF1、TRAF2、およびPRMT1と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

